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都市空間を把握するための手法の検討一室
簡市におけるケーススタディー
半井真明（室蘭'二業火学大学院建設システムエ学科）
真境堀達哉（〃
Amethodofgraspingoftheurbandesｉｇｎ－ＡｓｔｕｄｙｏｎＭｕｒｏ－
ｒａｎｃｉｔｙ－
ＭNakarai（MuroranlnstituteofTechnology,Gradu‐
ateschoolofEng.）
TlMBjikina（MuroranlnstituteofTechnology）
1研究目的
近年、法整備やまちづくり活動に対する支援制度
の創設に伴い、まちづくりや都市への市民意識の高
揚が見られる。これを背景に、全国的に行政や民間
から選ばれた専門家と市民の主体が連携して行う「住
民参加型・協働型まちづくり活動」が盛んに行われ
る傾向にある。北海道においても同様の傾向が見ら
れ、札幌市では政策決定プロセスに大規模ワークシ
ョッフ。（「さっぼろ夢ストリート市民１０００人ワー
クショップ』２００３年）を導入するなど様々な試みが
行われている。
この活動における重要なテーマとして、専門家と
一般市民の間で目標とする都市空間の民意形成をど
のように図るかということがあり、これに着目した
既往研究として、例えば平手らによるキャプション
評価法という写真撮影とそれに対する自由記述を元
にした市民の空間認識に関する研究文1,2)、後藤らに
よる都市景観模型とＣＣＤカメラを用いた景観シミュ
レーションを通して景観イメージを行うことで合意
形成を試みた研究文３)、志村らによるまちづくりに対
するシミュレーション・ゲーミングによる支援展開
プログラムに関する研究文4,5）がある。これらはいず
れも一般市民が都市空間を把握することにより民意
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形成を支援するというものである。これら既往研究
では寒冷地を対象としているものはほとんど見受け
られず、作成された手法を寒冷地において実践した
場合に参加者が都市空間の特徴をどのように把握す
るのかについては研究されていない。
本研究では、①建築の専門知識のない一般の人を
対象とした、都市空間を把握するための手法（以下、
「把握手法」と略す）を作成し、参加者の作業軽減
を目的とした作業時間の短縮等把握手法の改良を行
うこと、②これらを用いて、建築を専門としない人
が寒冷地特有の街区形状や町並みがもたらす都市空
間の特徴をどのように把握するかを捉えること、を
目的としている。
2研究方法
本研究では、文献文6-25)より都市設計手法を抽出し、
それを記したものとして「都市設計カード」（図’）
を作成した。次にこれらのカードをＫＪ法により分類
し、都市設計手法の分類カテゴリーを設定した。そ
してこれを用いて把握手法を作成し、その後、把握
手法の実践として寒冷地である室蘭市の輪西町（図
2）・緑町（図３）をケーススタデイとしてフィールド
ワークを行い、都市空間の把握を行った。なお、
半井真明／室蘭工業大学大学院
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図－２輪西町２丁目図－３緑町
3研究結果
３．１都市空間の把握手法の詳細
(1)フィールドワークにむけて
表－１ＫJ法による都市設計手法の分類カテゴリー
対象地は筆者が室蘭市内でサーベイした中から最も
多く都市設計手法が発見された２地区である。
これを通して把握手法の有効性を検証し、各実験
結果の比較を通して把握手法の改良を行い、参加者
がどのように寒冷地の都市空間特有の特徴を把握し
たかを捉える。
筆者が補助として同行する形式を基本とした。
フィールドワークを行う前に参加者が都市設計手
法を知ることが求められる。そこで筆者が１時間を
目安にＫＪ法による分類カテゴリー（表１）と都市設
計カードの説明を行っている。
(2)都市空間におけるカード抽出（フィールドワーク）
いよいよフィールドワークを行う。
①参加者はデジタルカメラを持ち、「写真撮影係」
と「撮影記録係」に役割を分け、調査地を歩く。デ
ジタルカメラは人の視界に近い画像が撮影できるよ
う広角レンズを使用する。
②参加者は「都市設計カードに似た空間」があれ
ば撮影し、その都度撮影場所を地図に記録する。そ
の際､地図には撮影した順番と撮影向きも記録する。
③参加者の写真撮影ごとに筆者が発見した手法を記
録する。この作業は参加者自身が行ってもよいが、
今回は調査時間の短縮を考慮して筆者が行った。
(3)撮影画像の再確認（フィールドワーク後）
フィールドワークを行った後、屋内に戻り、調査
地において撮影した画像をパソコンに取り込む。そ
してモニタで表示しながら、参加者が再度見落とし
ているカードがないか確認を行う。３．２（２）では
この際に発見された手法を「確認時に発見した手法」
としている。
3.2都市空間の把握手法の改良
(1)把握手法の試行
本把握手法の試行として、表２のように計４回の
実験を行った。今回のフィールドワークは一般市民
の利用を想定し、主な参加者を都市空間に対する専
門知識のない人とした。具体的には室蘭工業大学建
築コース以外の学生としている。なお、建築を専門
とする学生との都市空間の把握の仕方を比較するた
めに第３回のみ参加者を同学建築コースの学生とし
ている。
結果として、フィールドワーク全般を通して多く
の写真撮影が行われ、表２にあるようにそれぞれ１００
以上の都市設計手法を発見することができた。これ
は参加者が都市設計手法を理解し、その手法が実際
の都市空間においてどのように使われているのかを
把握できた結果であると考える｡これより本論で考
大分類
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分ける 場所をはっきりと分ける
場所を視線を切らすに分ける
中分類
ルールによって分ける
場所両雰囲気を変えることで分ける
???
???????
場所を峻昧に分ける
ご近所の独立意識を高める
本論で提案する把握手法は参加者２人１組とし、
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(2)把握手法の改良
次に把握手法の改良についてだが、把握手法の分
析に際して撮影した画像について撮影時に発見した
手法が複数のものを「複数発見型」とし、これに着
目した。
図４は第４回調査で撮影された複数発見型である。
このように複数発見型は、同時に多くの都市設計手
法を発見しており（この写真の場合、１０の都市設計
手法を発見している）、撮影枚数全体に対して複数発
見型の割合が高くなると、調査時間が短縮される傾
向があった。（図５）この理由として、同時に多くの
都市設計手法が発見できるようになると同じ場所を
重複して撮影しなくなり、結果として調査時間の短
縮に繋がることが考えられる。
えた把握手法が概ね有効であることが示されたと考
えている。
表－２フィールドワークの概要
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図－５調査時間と複数発見型の比較
本研究では、第１回調査後にそれに気づき、第２
回調査以降は複数発見型の割合を増やすことを目標
に把握手法の改良を図った。具体例としては、第２
回以降フィールドワーク前の説明の際にカードと対
応する写真を見せることで、都市設計手法の理解が
深まるよう試みた。（図６）
第４回はフィールドワーク前の説明の際に、参加
者が事前に調査地の空間をイメージすることを考え、
調査地の白図に対する色の塗り分けを行った。街区
形状を把握するために幹線道路を、ランドマークを
把握するために公共施設などを塗り分けることで参
加者が調査地の土地勘を掴んでおくことを目的とし
ている。
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図-７地図の塗り分け（第４回）
3.3把握手法から見た調査地の特徴
把握手法の結果より、発見された都市設計手法を
中分類ごとにカテゴライズすることで２地区の比較
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図－１０輪西町でのＢｋ－３分類の例図－１１Ｂｋ－３分類の割合
(3)『Bk－４：視線の流れを止める』について
文献より、この分類は歩行者に注視を促す要素が
多い空間によく見られることがわかっている。
調査結果を見ると、この分類は３回輪西町（24％、
62/259)のように輪西町でよく見られることがわかる。
この要因として、輪西町が商業地域に属しているた
め店舗兼住宅が多く存在しており、街路空間に広告・
看板物が多く存在しているということが挙げられる。
参加者はこれら袖看板・旗看板などをたよりに２
地区の違いを捉えていることがわかる。
を行った。
以下はそのうち、特徴的な分類について抽出したも
のである。
(1)ＩＢｂ：場所の雰囲気を変えることで分ける』について
これは第２回目の輪西町調査（以降、「２回輪西町」
と略記する）（27％、２５/156、Ｂｂも数/発見された都
市設計手法の数）にあるように全体を通して最も多
くの手法が発見された分類である。参加者により個
人差はあるが、この分類に関しては２地区の間にそ
れほど大きな差は見受けられなかった。
この分類は写真の撮影理由より、参加者が住宅を
歩く場合、敷地境界付近に設けられた垣根や塀・グ
レーチングといった境界表示物から領域変化を読み
取っていることがわかる。
また、これらの発見数が積雪時（３回輪西町が１４％、
37/259、緑町が１３％、２７/210）に減少したことから、
参加者は住宅地を歩く場合に地表面から敷地境界を
読み取ることが多く、積雪時に車道から個人敷地ま
でが雪で一体的に覆われていると敷地境界の認識が
やや暖昧になることがわかった。
また都市を平面的に見るという作業に慣れていな
い参加者にとっては発見しにくい手法であるという
ことも考えられる。
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図－８緑町でのＢｂ分類の例図－９Ｂｂ分類の割合
(2)『Bk－３：次の展開を暗示する』について
文献より、この分類は曲折した街路空間によく見
られることがわかっている。調査結果では、この分
類に該当する写真は３回輪西町（2％、６/259）のよう
に比較的少なかった。
このような結果をもたらした要因として、北海道
の市街地・住宅地でよく見られる格子状街区の存在
が挙げられる。輪西町も格子状街区をとっており、
見通し距離の長い街路空間が展開している。緑町に
ついては曲折する幹線道路に囲まれているが傾斜地
に立地するため場所によっては見晴らしがよかった
ことが要因として挙げられるだろう。
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図－１２輪西町でのＢｋ－４分類の例図－１３Ｂｋ－４分類の割合
(4)『１－２：ある物の印象を強める』について
文献より、この分類は象徴性の強い要素やイメー
ジアビリティの強い要素の多い都市空間でよく見ら
れることがわかっている。
調査結果より、図１５を見てもわかるように緑町に
はイメージアビリティの強い要素が多く存在してい
るといえる。この分類に属する画像は、寒冷地の住
宅地にしばしば見られる積雪を考慮した特殊な屋根
形状や、赤や青など強い色調のトタン屋根を撮影し
たものが多く、参加者が「屋根面」から強い印象を
受けていることがわかる。
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3.4まとめ
今回、主な参加者として建築を専門としない学生
を設定して把握手法を試行したところ、その調査結
果より都市設計手法を探し出せることがわかった。
また、作業効率を考慮し把握手法に改良を加えたと
ころ、建築を専門とする学生と同様の作業が行える
ことが確認された。
一方、フィールドワークを行う上で寒冷地を調査
地としたところ、参加者が「積雪時に地表面からの
情報を得にくくなり敷地境界の認識が変化する」、
「積雪時とそれ以外で屋根面の印象が変化する」と
いった積雪地域特有の季節変化からくる都市空間の
変化、「積雪を考慮した複雑な屋根形状に対して注視
が起こるなど」寒冷地特有の都市空間の特徴を把握
することが確認できた。
今回は調査の簡略化を考慮して都市設計手法の説
明が行いやすい大学生を参加者として設定したが、
今後は小学生や高齢者を参加者とした場合も考慮し
都市設計手法の説明方法の再検討、調査人数の再検
討などを行っていきたい。
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